
境内伽藍の立体模型を見て、私が入寺した約30年前を思

い出します。本堂前はすべてコンクリートで固められ、軒

先ぎりぎりまで幼稚園バスが乗り入れられていました。幼

稚園バスと鳥小屋との間の、わずかな通路を通ってお寺の

玄関にたどり着くというありさまでした。

これではお寺らしさが感じられないと思い、ひたすら庭

の手入れをしました。挿し木で増やしたサツキを植え込

み、御影石の廃材を拾ってきて参道を作ったり、水道管を

埋設して手水鉢をしつらえたり、よく職人さんや植木屋さ

んに間違われたことがありました。

再建にあたり、庭がけずられ、ふたたび本堂前を駐車場

にしなければならなくなりましたが、今度は入念な全体計

画に基づくものですから、かならずまとまりとお寺らしさ

を兼ね備えた境内になるものと思っています。
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建物が新しくなっても、これまでの行

事や活動は変わらずに続けてまいります

し、なによりそこにいる住職や役員さん

なんかが急にエラソーにするわけでもあ

りませんからご安心ください。なにし

ろ、お寺の土地や建物をはじめとする財

産は、すべて檀信徒の皆さんのものなの

ですから・・・。

次の打ち合わせは７月２６日を予定し

ています。次回の打ち合わせで、建築費

の概算が提示されることになると思いま

す。基本計画の完成をもって、再建だよ

りの第１巻をしめくくり、次は資金計画

に関する第２巻になるかと思います。

６月２１日の第６回打ち合わせで、基

本計画がほぼ出来上がりました。今後、

細部の多少の変更はあるかもしれません

が、大きな変更はありません。

役員さんには何回も打ち合わせにお集

まりいただき、貴重なお時間とご意見を

頂戴してありがとうございました。

イメージ図を見ながら役員さんがつぶ

やきました。「あんまり立派になって、

入りにくいような感じをもたれたら困る

ねえ。」と、自分たちで基本計画を立て

ながらも心配していました。「前の印象

が残っているから、そう思うんだよ。」

と別な役員さん。

次回の打ち合わせで概算が出されます。

放牛窟糸原圓應老大師の墨跡

「平常心」

基本設計決定！
・第五回打ち合わせ（5月20日）

・第六回打ち合わせ（6月21日）

・

・
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伽藍再建への道

第1巻 第4号

（第4号）

仕上げ表（その１）

基本設計の打ち合わせも、仕上げの打

ち合わせをするようになり、そろそろ最

終段階をむかえつつあるようです。

平面図は視覚的に確認できるので、建

築の素人でもなんとなくわかりますが、

仕上げ表になると専門用語が当たり前に

羅列されます。「ケイカル板」「ラス

カット」「サイディング」「ラスボー

ド」「竿縁天井」「折上天井」などな

ど、ざっとあげただけですが、この建築

用語を知らなかったら、その説明からし

てもらわなければならないのですから打

ち合わせも大変です。

幸い、今までに書院の増築や庫裏玄関

の改修、大師堂の新築、幼稚園の建て替

えなどの工事の経験が生きていますの

で、専門用語を羅列されても大丈夫で

す。

仕上げ表の確認

※内部仕上げ表は、４ページに続きます。
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５月２０日 第５回打ち合わせ

  ６月２１日の打ち合わ

せには、伽藍の模型もお

持ちいただきました。平

面図、イメージ図、さら

に立体的になると全体像

が見えてきます。

  おおまかな模型ですの

で、屋根の形状等は精密

ではなく、あくまで概観

としてご覧ください。
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第1巻 第4号

都市型のお寺に
ちらかというと都市型の禅寺に変貌を遂

げる印象を受けます。

それでも、以前のイメージを残したい

との設計士さんの思いで、本堂前に少し

だけ植栽をして、本堂に座ると緑が目に

入り、緑に囲まれた印象になるようにし

てくださいました。

立体模型を見ると、本堂・書院の拡張

と、駐車場確保のために、いままでの本

堂前や玄関への園路周りの庭はなくなる

ことがよくわかります。わずかに残るの

は本堂西側、墓地に向かう園路の庭だけ

となります。

これまでは、赤松や高野マキといった

巨木、石庭、池、三つ葉ツツジ・サツ

キ・ツバキの庭木類を配した庭で禅寺ら

しさを醸し出していたのが一転して、ど
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６月２１日 第６回打ち合わせ
６月２１日の打ち合わせの資料にもイメージ図を何点か用意していた

だきました。イメージ図をもとにした打ち合わせもいたしました。

・玄関天井について

  前回の打ち合わせ時に格天

井を組み込んだものだったの

を、シンプルに竿縁天井にし

てもらいましたが、斜めの部

分ができてしまいました。

  下駄箱側からみると何とな

くおさまっているように見え

ますが、本堂側の中廊下から

見たときのおさまりが悪いの

ではないかとの意見が出され

ましたし、やはり禅寺らしく

平らな方がふさわしいので修

正をお願いしました。

・書院のイメージ

前回打ち合わせの、変則的

な天井を改良して、天井高を

確保してシンプルな仕上がり

にしてもらいました。

可動式間仕切りでスムーズ

に仕切れるようにするため、

床の間側が16帖、下座側が22

帖の広さとなっています。

通常は椅子とテーブルでの

使用を考えておりますが、和

尚さん方の控室になる時には

畳でなければならないので、

床は畳敷きとしました。

・応接室

檀信徒の方がご法事の打ち合わせや、ご相談事で

お見えになった時にお通しする応接室は、最近の生

活スタイルや住宅事情等を考慮して、椅子・テーブ

ルの洋間にしようと思っています。安心して、ご

ゆっくりお茶でも召し上がってください。

ちなみに、正面の洋画とか帆船の飾り物は、あく

までイメージで、私の趣味ではありませんので、こ

ちらもご安心ください。
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第1巻 第4号

Ⅰ、本堂

・室中と広縁の間の建具について

  本堂空調の効率性・経済性を考慮して、室中と広縁の間に建具を入

れることを念頭に計画してきましたが、全部開いた時に建具のおさま

り非常に悪く、お参りの方から目障りになってしまうのではないかと

のことでした。

  そこで、改めて、実際に空調機を稼働させたときのランニングコス

トを試算すると、一時間あたり数十円とのことでした。また、空調の

効率は以前使用していた障子屏風などで改善できるとのことで、この

部分の建具は取り付けないことにしました。

  少人数での法要の場合には、本堂が少し広いかもしれませんが、か

えって広々していて気持ちがいいだろうという意見が大半でした。

・本堂左奥の避難口

避難口の階段が墓地通路に張り出さないように、左奥倉庫の内部に

階段を設けて避難口にしてもらいたい。

・内陣裏の倉庫

将来的に位牌堂にできることも考慮して、内陣の真裏になるように

真を通して、そこから左右対称の部屋になるようにする。

Ⅱ、庫裡

・書院の天井高

イメージ図のような天井にせず、できるだけ天井の高さを高くして

もらいたい。

・玄関の式台

今までと同様、無垢の材料で仕上げてもらいたい。

変更点
・北廊下突き当りに避難口

本堂左奥、北廊下突き当りに掃出し

を設けて、外部に出られる避難口を設

けた。これに伴い、北廊下のトップラ

イトを減らすことができた。

・本堂西側に窓または掃出し

本堂西側が壁面だったのを、窓また

は掃出しを設けることで、採光を確保

することができ、本堂が明るくなると

考えられる。

・トイレ前のトップライト

男子便所前の採光がなく暗くなると

考えられるので、廊下にトップライト

を設けて採光を確保した。

・多目的トイレの位置変更

多目的トイレを男女トイレの間に配

置し、中廊下からスムーズに入れるよ

うに改良した。

・駐車場と園路との境界

駐車場と墓地への園路との境界を明

確にして、安全性を確保した。

・駐車場と建物との境

駐車場と庫裡との間に植栽を設け

た。

質問、要望など
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変更点
・本堂北西角に避難口

避難口の階段を建物内部に設けて、

墓地通路に出っ張らないように改善。

・本堂西側に窓

本堂西側に窓を設けて、十分な採光

を確保した。ただし、西廊下は地面か

らの高さがあるので、安全性を考慮し

て窓の下は締切とし、上部のみ引違の

窓とする。

・内陣裏倉庫の改良

内陣の真裏になるように真を通し

て、そこから左右対称の部屋になるよ

うにした。将来的に位牌堂等への転用

もスムーズに行えるようになった。

・墓地トイレ等

墓地用外トイレ、手桶置場、水汲み

場は、できるだけ庭面積を減らさない

ために別棟にしないこととする。トイ

レのみ本堂床下等に組み込んで、水汲

み場などは石材で作った屋外設備にす

る。

この要望に対して、外用トイレを本

堂西廊下の南端の床下に設け、この部

分の廊下床を上げる。床があがった部

分を本堂側からの収納スペースとす

る。以前の本堂と同じように、南西角

に物入れができることになる。

要望など

仕上げ表（その２）

５月２０日 第５回打ち合わせ

６月２１日 第６回打ち合わせ
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